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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】熱特性が改良された１以上のビスフェノール構造ブロックを含有する少なくとも
１つのコポリカーボネートおよび１以上のさらなる特定の（コ）ポリカーボネートを含有
する組成物を提供する。
【解決手段】相境界法または溶融エステル交換法を用いて製造される特定の置換基を有し
ても良いフェノール類により末端封止された（置換基を有しても良い）シクロヘキシリデ
ン基で連結されたビスフェノール構造ブロック含有する少なくとも１つのコポリカーボネ
ート（Ａ）及び１以上のさらなる特定のビスフェノール構造を有する（コ）ポリカーボネ
ート（Ｂ）を含有する組成物、さらには任意に添加剤を含有する組成物を用いて成形物品
を製造する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）成分ＡおよびＢの重量部の合計に基づいて、５～９０重量部の、式（１）のジフェ
ノール構造ブロックの化合物から誘導される１以上のモノマーユニットを含有するコポリ
カーボネート
【化１】

（ここで、
Ｒ１は水素またはＣ１～Ｃ４－アルキルであり、
Ｒ２はＣ１～Ｃ４－アルキルであり、かつ
ｎは０、１、２または３である）と、
Ｂ）成分ＡおよびＢの重量部の合計に基づいて、９５～１０重量部の、式（２）の化合物
の１以上のモノマーユニットを含有する（コ）ポリカーボネート

【化２】

（ここで、
Ｒ３はＨまたは線形または分岐Ｃ１～Ｃ１０－アルキルであり、
Ｒ４は線形または分岐Ｃ１～Ｃ１０－アルキルである）と
を含有し、
ここで、成分ＡまたはＢの少なくとも１つは、少なくとも部分的に、式（３）の構造ユニ
ット

【化３】

を末端基として含有するポリカーボネート組成物。
【請求項２】
　Ｒは水素であり、Ｒはメチルであり、ｎは３である請求項１のポリカーボネート組成物
。
【請求項３】
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　成分ＡまたはＢの少なくとも１つがさらに、式（４）のジフェノールに基づくモノマー
ユニットを含有し、
【化４】

ここで、
Ｒ５およびＲ６は互いに独立して、水素、Ｃ１～Ｃ１８－アルキル、Ｃ１～Ｃ１８－アル
コキシ、ハロゲンおよび任意に置換されたアリールまたはアラルキルであり、
Ｘは、単結合、－ＳＯ２－、－ＣＯ－、－Ｏ－、－Ｓ－、Ｃ１～Ｃ６－アルキレン、Ｃ２

～Ｃ５－アルキリデンまたはＣ５～Ｃ６－シクロアルキリデンであり、ここで前記Ｃ１～
Ｃ６－アルキレン、Ｃ２～Ｃ５－アルキリデンまたはＣ５～Ｃ６－シクロアルキリデンは
任意にＣ１～Ｃ６－アルキルで置換され、またはＣ６～Ｃ１２－アリーレンであり、これ
はヘテロ原子を含有するさらなる芳香族環と任意に縮合する
請求項１のポリカーボネート組成物。
【請求項４】
　前記ポリカーボネート組成物が、各場合、成分ＡおよびＢの重量部の合計に基づいて、
１０～８０重量部の成分Ａおよび９０～２０重量部の成分Ｂを含有する請求項１のポリカ
ーボネート組成物。
【請求項５】
　前記ポリカーボネートが、使用されるジフェノールに基づくモノマーユニットのモル合
計に基づいて、０．１～８８ｍｏｌ％の式（１）のモノマーユニットの配合割合を有する
コポリカーボネートである請求項１のポリカーボネート組成物。
【請求項６】
　成分Ａが、式（１ｂ）および（４ｂ）の化合物から誘導されるモノマーユニット

【化５】

を含有する請求項１のポリカーボネート組成物。
【請求項７】
　さらに、成分ＡおよびＢの重量部の合計に基づいて、０～５重量部の添加剤を成分Ｃと
して含有する請求項１のポリカーボネート組成物。
【請求項８】
　請求項１のポリカーボネート組成物から得られる成形物品、押出し物、フィルムまたは
フィルムラミネート。
【請求項９】
　請求項１のポリカーボネート組成物から得られる共押出し層を含む成形物品、押出し物
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またはフィルム。
【請求項１０】
　前記成形物品、押出し物、フィルムまたはフィルムラミネートは、電気または電子装置
のキーパッド、レンズ、スクリーン／ディスプレイカバーまたはＬＥＤ用途である請求項
８の成形物品、押出し物、フィルムまたはフィルムラミネート。
【請求項１１】
　相境界法または溶融エステル交換法を介してポリカーボネートを化合する工程を包含す
る請求項１によるポリカーボネート組成物調製方法であって、前記ポリカーボネートは式
（１）のモノマーユニットまたは式（２）または（４）のジフェノールに基づくモノマー
ユニットを含有する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願請求の範囲は２００９年１２月１２日に出願された欧州特許出願第０９　０１５　
３９８．２号の利益を享受し、すべての有用な目的のために、これをここにその全体を参
照して挿入する。
【０００２】
　本発明は、１以上のビスフェノール構造ブロックを含有する少なくとも１つのコポリカ
ーボネートおよび１以上のさらなる特定の（コ）ポリカーボネートを含有する組成物、さ
らには任意に添加剤を含有する組成物に関し、成形物品を製造するためのその使用、およ
びそこから得られる成形物品に関する。
【背景技術】
【０００３】
　コポリカーボネートは工業的熱可塑性プラスチックから成る群に属する。コポリカーボ
ネートは、電気および電子分野では、照明のハウジング材料として、特に熱および機械特
性が求められる用途、たとえば、ブロードライヤー、自動車分野での用途、プラスチック
カバー、拡散スクリーンまたは導波管部品およびランプカバーまたはランプベゼルでは幅
広い範囲の用途を有する。これらのコポリカーボネートをさらなる熱可塑性プラスチック
用に混合物成分として使用することができる。
【０００４】
　これらの組成物の場合には、良好な熱および機械特性、たとえば、ビカー（Ｖｉｃａｔ
）温度（加熱ひずみ耐性）およびガラス転移温度は、実際には常に不可欠である。高い加
熱ひずみ耐性を達成するためには、特定のビスフェノールに依存する必要であり、これは
合成するのが複雑であり、したがって高価でもある。
【０００５】
　ドイツ特許第ＤＥ１０２００４０２０６７３号公報は、流動性が改良され、かつエーテ
ルまたはチオエーテル結合を有するビスフェノールに基づくコポリカーボネートを記載し
ている。
【０００６】
　ドイツ特許第ＤＥ３９１８４０６号公報は、光データ記憶用の、特定のポリカーボネー
トに基づくエラストマーまたは他の熱可塑性プラスチックとの混合物、光学的用途、特に
光データ記憶でのその使用、たとえば、コンパクトディスクを開示している。
【０００７】
　ドイツ特許第ＤＥ１０２００８０２３８００号公報は、連続処理でのコポリカーボネー
トの調製において、不均一性Ｕ＝（Ｍｗ／Ｍｎ）－１を減らすために、鎖重合停止剤とし
てアルキルフェノールを使用することを記載している。
【０００８】
　先行技術に従って公知の方法では、加熱ひずみ耐性は、１，１－ビス（４－ヒドロキシ
フェニル）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン（ビスフェノールＴＭＣ）に基づく
特定の構造ブロックをポリカーボネート骨格に導入することによって達成される。このい
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わゆる高－Ｔｇポリカーボネートは高価で経済的要因に非常に影響する。
【０００９】
　しかし、先行技術は、特定／規定の加熱ひずみ耐性の場合に、如何にすれば、化合工程
で調製されるＰＣ混合物中の高価な高－Ｔｇポリカーボネートの量を減らすことができる
かに関して、当業者に全く情報を与えていない。特に、混合物全体の加熱ひずみ耐性に及
ぼす混合物成分の影響、特に少なくとも１つのまたは２つの混合物成分中の鎖重合停止剤
の影響に関する情報はない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　したがって、同じ加熱ひずみ耐性を備えながら、高－Ｔｇポリカーボネートの配合割合
をより少なくした、芳香族ポリカーボネートを含有する組成物を提供することが目的であ
った。
【００１１】
　驚くべきことに、特定の（高－Ｔｇ）コポリカーボネート（成分Ａ）と（コ）ポリカー
ボネート（成分Ｂ）とを含有する組成物では、同等の高い加熱ひずみ耐性を達成するため
に、特に置換鎖重合停止剤が成分Ａまたは成分Ｂのいずれ中に、または両方の成分中に存
在する場合には、常に特定の（高－Ｔｇ）コポリカーボネートの配合割合がより少なくて
もよいことを見出した。特に置換鎖重合停止剤を用いて調製されたこれらの特定の（コ）
ポリカーボネートを使用することで、相乗効果は高まる。
【００１２】
　このことは驚くべきことに、非常に大きい粘度とビカー範囲で混合物に当てはまる。
【００１３】
　記載の新規の特性の組み合わせは、射出成形または押出し成形される部品の機械的およ
び熱的機能について、重要な基準を構成するものである。本発明によるコポリカーボネー
ト組成物から製造される射出成形部品または押出し物は、熱特性（ビカー温度）が著しく
改良される。
【００１４】
　本願の内容では、ポリカーボネート組成物（または混合物）は、２以上のポリカーボネ
ートの混合物であって、任意に添加剤（成分Ｃ）を備えてもよいことを意味するものと理
解される。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の実施の形態は：
Ａ）成分ＡおよびＢの重量部の合計に基づいて、５～９０重量部の、式（１）のジフェノ
ール構造ブロックの化合物から誘導される１以上のモノマーユニットを含有するコポリカ
ーボネート
【化１】

（ここで、
Ｒ１は水素またはＣ１～Ｃ４－アルキルであり、
Ｒ２はＣ１～Ｃ４－アルキルであり、かつ



(6) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40

50

ｎは０、１、２または３である）と、
Ｂ）成分ＡおよびＢの重量部の合計に基づいて、９５～１０重量部の、式（２）の化合物
の１以上のモノマーユニットを含有する（コ）ポリカーボネート
【化２】

（ここで、
Ｒ３はＨまたは線形または分岐Ｃ１～Ｃ１０－アルキルであり、
Ｒ４は線形または分岐Ｃ１～Ｃ１０－アルキルである）と
を含有し、
ここで、成分ＡまたはＢの少なくとも１つは、少なくとも部分的に、式（３）の構造ユニ
ット

【化３】

を末端基として含有するポリカーボネート組成物である。
【００１６】
　本発明の別の実施の形態は、Ｒ１が水素であり、Ｒ２がメチルであり、ｎが３である上
記ポリカーボネート組成物である。
【００１７】
　本発明の別の実施の形態は、成分ＡまたはＢの少なくとも１つがさらに、式（４）のジ
フェノールに基づくモノマーユニットを含有し、
【化４】

ここで、
Ｒ５およびＲ６は互いに独立して、水素、Ｃ１～Ｃ１８－アルキル、Ｃ１～Ｃ１８－アル
コキシ、ハロゲンおよび任意に置換されたアリールまたはアラルキルであり、
Ｘは、単結合、－ＳＯ２－、－ＣＯ－、－Ｏ－、－Ｓ－、Ｃ１～Ｃ６－アルキレン、Ｃ２

～Ｃ５－アルキリデンまたはＣ５～Ｃ６－シクロアルキリデンであり、ここで前記Ｃ１～
Ｃ６－アルキレン、Ｃ２～Ｃ５－アルキリデンまたはＣ５～Ｃ６－シクロアルキリデンは
任意にＣ１～Ｃ６－アルキルで置換され、またはＣ６～Ｃ１２－アリーレンであり、これ
はヘテロ原子を含有するさらなる芳香族環と任意に縮合する
上記ポリカーボネート組成物である。
【００１８】
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　本発明の別の実施の形態は、前記ポリカーボネート組成物が、各場合、成分ＡおよびＢ
の重量部の合計に基づいて、１０～８０重量部の成分Ａおよび９０～２０重量部の成分Ｂ
を含有する上記ポリカーボネート組成物である。
【００１９】
　本発明の別の実施の形態は、前記ポリカーボネートが、使用されるジフェノールに基づ
くモノマーユニットのモル合計に基づいて、０．１～８８ｍｏｌ％の式（１）のモノマー
ユニットの配合割合を有するコポリカーボネートである上記ポリカーボネート組成物であ
る。
【００２０】
　本発明の別の実施の形態は、成分Ａが、式（１ｂ）および（４ｂ）の化合物から誘導さ
れるモノマーユニット
【化５】

を含有する上記ポリカーボネート組成物である。
【００２１】
　本発明の別の実施の形態は、さらに、成分ＡおよびＢの重量部の合計に基づいて、０～
５重量部の添加剤を成分Ｃとして含有する上記ポリカーボネート組成物である。
【００２２】
　本発明のまた別の実施の形態は、上記ポリカーボネート組成物から得られる成形物品、
押出し物、フィルムまたはフィルムラミネートである。
【００２３】
　本発明のまた別の実施の形態は、上記ポリカーボネート組成物から得られる共押出し層
を含む成形物品、押出し物、またはフィルムである。
【００２４】
　本発明の別の実施の形態は、前記成形物品、押出し物、フィルムまたはフィルムラミネ
ートは、電気または電子装置のキーパッド、レンズ、スクリーン／ディスプレイカバーま
たはＬＥＤ用途である上記成形物品、押出し物、フィルムまたはフィルムラミネートであ
る。
【００２５】
　本発明のまた別の実施の形態は、相境界法または溶融エステル交換法を介してポリカー
ボネートを化合する工程を包含する上記ポリカーボネート組成物調製方法であって、前記
ポリカーボネートは式（１）のモノマーユニットまたは式（２）または（４）のジフェノ
ールに基づくモノマーユニットを含有する方法。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　したがって、本発明は、成分として、
Ａ）（成分Ａ＋Ｂの重量部の合計に基づいて、）５～９０重量部、好ましくは１０～８０
重量部の、式（１）のジフェノール構造ブロックの化合物から誘導される１以上のモノマ
ーユニットを含有するコポリカーボネート
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【化６】

（ここで、
Ｒ１は水素またはＣ１～Ｃ４－アルキル、好ましくは水素を表し、
Ｒ２はＣ１～Ｃ４－アルキル、好ましくはメチルを表し、
ｎは０、１、２または３、好ましくは３を表す）と、
成分として、
Ｂ）（成分Ａ＋Ｂの重量部の合計に基づいて、）９５～１０重量部、好ましくは９０～２
０重量部の、一般式（２）の化合物の１以上のモノマーユニットを含有する（コ）ポリカ
ーボネート
【化７】

（ここで、
Ｒ３はＨ、線形または分岐Ｃ１～Ｃ１０－アルキル、好ましくは線形または分岐Ｃ１～Ｃ

６－アルキル、特に好ましくは線形または分岐Ｃ１～Ｃ４－アルキル、非常に特に好まし
くはＨまたはＣ１－アルキル（メチル）を表し、
Ｒ４は線形または分岐Ｃ１～Ｃ１０－アルキル、好ましくは線形または分岐Ｃ１～Ｃ６－
アルキル、特に好ましくは線形または分岐Ｃ１～Ｃ４－アルキル、非常に特に好ましくは
Ｃ１－アルキル（メチル）を表し、
成分ＡまたはＢの少なくとも１つは、少なくとも部分的に、式（３）の構造ユニット
【化８】

を末端基として含有する）と、
Ｃ）任意に、（各場合、成分Ａ＋Ｂの重量部の合計に基づいて、）０～５重量部、好まし
くは０～２重量部、特に好ましくは０～１重量部の添加剤と
を含有するコポリカーボネート組成物に関する。
【００２７】
（成分Ａ）
　モノマーユニットは一般式（１）の１以上の対応するジフェノールを介して誘導され：
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ここで、
Ｒ１は水素またはＣ１～Ｃ４－アルキル、好ましくは水素を表し、
Ｒ２はＣ１～Ｃ４－アルキル、好ましくはメチルを表し、
ｎは０、１、２または３、好ましくは３を表す。
【００２８】
　式（１ａ）のジフェノール

【化１０】

（ここで、Ｒ１、Ｒ２およびｎは上記意味を有する）
は本発明に従って使用され、ホモポリカーボネートでこれを使用することは文献に一部開
示されている（ドイツ特許第ＤＥ３９１８４０６号公報）。
【００２９】
　式（１ｂ）を有する１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－３，３，５－トリメチ
ルシクロヘキサン（ビスフェノールＴＭＣ）

【化１１】

は特に好ましい。
【００３０】
　式（１）の１以上のジフェノール以外では、式（４）の化合物の群から選択される１以
上のジフェノールが、さらなるモノマーユニットとして存在してもよく：
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【化１２】

ここで、
Ｒ５およびＲ６は互いに独立して、水素、Ｃ１～Ｃ１８－アルキル、Ｃ１～Ｃ１８－アル
コキシ、ハロゲンたとえば、ＣｌまたはＢｒを表し、または各場合、任意に置換されたア
リールまたはアラルキルを表し、好ましくはＨまたはＣ１～Ｃ１２－アルキル、特に好ま
しくはＨまたはＣ１～Ｃ８－アルキルおよび非常に特に好ましくはＨまたはメチルを表し
、かつ
Ｘは、単結合、－ＳＯ２－、－ＣＯ－、－Ｏ－、－Ｓ－、Ｃ１～Ｃ６－アルキレン、Ｃ２

～Ｃ５－アルキリデンまたはＣ５～Ｃ６－シクロアルキリデンを表し、これらはＣ１～Ｃ

６－アルキル、好ましくはメチルまたはエチルで置換されてもよく、さらに、Ｃ６～Ｃ１

２－アリーレンを表し、これはヘテロ原子を含有するさらなる芳香族環と任意に縮合して
もよい。
【００３１】
　好ましくは、Ｘは単結合、Ｃ１～Ｃ５－アルキレン、Ｃ２～Ｃ５－アルキリデン、Ｃ５

～Ｃ６－シクロアルキリデン、－Ｏ－、－ＳＯ－、－ＣＯ－、－Ｓ－、－ＳＯ２－または
式
【化１３】

の基の１つを表し、
ここで、
Ｒ７およびＲ８はＸ１毎に独立して選択可能であり、互いに独立して水素、Ｃ１～Ｃ６－
アルキル、好ましくは水素、メチルまたはエチルを示し、
Ｘ１は炭素を示し、
ｍは４～７、好ましくは４または５の整数を示し、但しＲ７およびＲ８は少なくとも１つ
の原子Ｘ１上では同じアルキルである。
【００３２】
　ヒドロキノン、レゾルシノール、ジヒドロキシビフェニール、ビス（ヒドロキシフェニ
ル）アルカン、ビス（ヒドロキシフェニル）シクロアルカン、ビス（ヒドロキシフェニル
）スルフィド、ビス（ヒドロキシフェニル）エーテル、ビス（ヒドロキシフェニル）ケト
ン、ビス（ヒドロキシフェニル）スルホン、ビス（ヒドロキシフェニル）スルホキシド、
α，α’－ビス（ヒドロキシフェニル）ジイソプロピルベンゼンおよびその核上をアルキ
レート化したおよびその核上をハロゲン化したその化合物およびまたα，ω－ビス（ヒド
ロキシフェニル）ポリシロキサンを、式（４）のジフェノールの例として記載し、これを
本発明による式（１）のジフェノール以外に使用することができる。
【００３３】
　式（４）の好ましいジフェノールはたとえば、４，４’－ジヒドロキシビフェニール（
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ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン（ビスフェノールＡ）、１，１－ビス（４－ヒ
ドロキシフェニル）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン（ビスフェノールＴＭＣ）
、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）-シクロヘキサン、２，４－ビス（４－ヒド
ロキシフェニル）－２－メチルブタン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－１－
フェニルエタン、１，１－ビス［２－（４－ヒドロキシフェニル）－２－プロピル］ベン
ゼン、１，３－ビス［２－（４－ヒドロキシフェニル）－２－プロピル］ベンゼン（ビス
フェノールＭ）、２，２－ビス（３－メチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，
２－ビス（３－クロロ－４－ヒドロキシフェニル）-プロパン、ビス（３，５－ジメチル
－４－ヒドロキシフェニル）メタン、２，２－ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシ
フェニル）-プロパン、ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）スルホン、
２，４－ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）－２－メチルブタン、２，
２－ビス（３，５－ジクロロ－４－ヒドロキシフェニル）プロパンおよび２，２－ビス（
３，５－ジブロモ－４－ヒドロキシ-フェニル）プロパンである。
【００３４】
　特に好ましいジフェノールはたとえば、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロ
パン（ビスフェノールＡ）、４，４’－ジヒドロキシビフェニール（ＤＯＤ）、４，４’
－ジヒドロキシビフェニールエーテル（ＤＯＤエーテル）、１，３－ビス［２－（４－ヒ
ドロキシフェニル）－２－プロピル］ベンゼン（ビスフェノールＭ）、２，２－ビス（３
，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフ
ェニル）－１－フェニルエタン、２，２－ビス（３，５－ジクロロ－４－ヒドロキシフェ
ニル）プロパン、２，２－ビス（３，５－ジブロモ－４－ヒドロキシフェニル）プロパン
、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサンおよび１，１－ビス（４－ヒ
ドロキシフェニル）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン（ビスフェノールＴＭＣ）
である。
【００３５】
　一般式（４ａ）の化合物
【化１４】

（ここで、Ｒ５はＨ、線形または分岐Ｃ１～Ｃ１０－アルキル、好ましくは線形または分
岐Ｃ１～Ｃ６－アルキル、特に好ましくは線形または分岐Ｃ１～Ｃ４－アルキル、非常に
特に好ましくはＨまたはＣ１－アルキル（メチル）を表し、
Ｒ６は線形または分岐Ｃ１～Ｃ１０－アルキル、好ましくは線形または分岐Ｃ１～Ｃ６－
アルキル、特に好ましくは線形または分岐Ｃ１～Ｃ４－アルキル、非常に特に好ましくは
Ｃ１－アルキル（メチル）を表す）
が非常に特に好ましい。
【００３６】
　特にジフェノール（４ｂ）はここでは非常に特に好ましい。
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【化１５】

【００３７】
　一般式（４）のジフェノールを、単独でも使用しても、互いの混合物として使用しても
共によい。ジフェノールは文献から公知であり、文献から公知の方法によって調製されて
もよい（たとえば、Ｈ．Ｊ．バイシュ（Buysch）ら，ウルマンズ・エンサイクロペディア
・オブ・インダストリアル・ケミストリー（Ullmann's Encyclopedia of Industrial Che
mistry），ＶＣＨ，ニューヨーク１９９１，第５版，Ｖｏｌ．１９，Ｐ．３４８参照）。
【００３８】
　コポリカーボネート中の式（１）のジフェノールの配合割合は、（使用されるジフェノ
ールのモル合計に基づいて、）０．１～８８ｍｏｌ％、好ましくは１～８６ｍｏｌ％、特
に好ましくは５～８４ｍｏｌ％および非常に特に好ましくは１０～８２ｍｏｌ％である。
【００３９】
　好ましい実施の形態では、ポリカーボネート組成物は、（成分Ａ＋Ｂの重量部の合計に
基づいて、）５～９０重量部、好ましくは１０～８０重量部、特に好ましくは５１～８０
重量部の成分Ａを含有する。
【００４０】
　成分Ａによるコポリカーボネートの好ましいジフェノレートユニットは、上記式（１）
および（４）の一般構造を有するモノマーから誘導される。
【００４１】
　ポリカーボネート組成物のコポリカーボネート成分は、ブロックおよびランダムコポリ
カーボネートとして存在してもよい。ランダムコポリカーボネートは特に好ましい。
【００４２】
　コポリカーボネート中のジフェノレートモノマーユニットの頻度比は使用されるジフェ
ノールのモル比から得られる。
【００４３】
（成分Ｂ）
　ポリカーボネート組成物の成分Ｂは式（２）の１以上のジフェノールユニットから誘導
され：
【化１６】

ここで、
Ｒ３はＨ、線形または分岐Ｃ１～Ｃ１０－アルキル、好ましくは線形または分岐Ｃ１～Ｃ

６－アルキル、特に好ましくは線形または分岐Ｃ１～Ｃ４－アルキル、非常に特に好まし
くはＨまたはＣ１－アルキル（メチル）を表し、
Ｒ４は線形または分岐Ｃ１～Ｃ１０－アルキル、好ましくは線形または分岐Ｃ１～Ｃ６－
アルキル、特に好ましくは線形または分岐Ｃ１～Ｃ４－アルキル、非常に特に好ましくは
Ｃ１－アルキル（メチル）を表す。
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【００４４】
　特に、ジフェノール（４ｂ）はここでは非常に特に好ましい。
【化１７】

【００４５】
　式（２）の１以上のジフェノール以外では、式（４）の化合物の群から選択される１以
上のジフェノールが、成分Ａについてすでに記載したように、さらなるモノマーユニット
として存在してもよい。
【００４６】
　好ましい実施の形態では、ポリカーボネート組成物は、（成分Ａ＋Ｂの重量部の合計に
基づいて、）９５～１０重量部、好ましくは９０～２０重量部、特に好ましくは８０～４
９重量部の成分Ｂを含有する。
【００４７】
　成分ＡおよびＢが特定の比のときに、本発明によるポリカーボネート組成物はより低い
溶融粘度を有し、よって得られたコポリカーボネート組成物の射出成形時の処理能力が改
良される。
【００４８】
　このことは、成分Ｂが５０重量％以上の濃度で存在し、成分Ｂ中にアルキル基を含有す
る鎖重合停止剤を含む場合の組成物に、当てはまる。
【００４９】
　成分Ａおよび／またはＢによるポリカーボネートまたはコポリカーボネートはまた、分
岐されてもよい。この目的のために、使用されるジフェノールのモルに基づいて、ある少
量の、好ましくは０．０５～５ｍｏｌ％、特に好ましくは０．１～３ｍｏｌ％、非常に特
に好ましくは０．１～２ｍｏｌ％の量の３官能性化合物、たとえば、イサチンビスクレゾ
ール（ＩＢＫ）またはフロログルシノール、４，６－ジメチル－２，４，６－トリ（４－
ヒドロキシフェニル）ヘプト－２－エン；４，６－ジメチル－２，４，６－トリ（４－ヒ
ドロキシフェニル）ヘプタン；１，３，５－トリ（４－ヒドロキシフェニル）ベンゼン；
１，１，１－トリ（４－ヒドロキシフェニル）エタン（ＴＨＰＥ）；トリ（４－ヒドロキ
シフェニル）フェニルメタン；２，２－ビス［４，４－ビス（４－ヒドロキシフェニル）
シクロヘキシル］-プロパン；２，４－ビス（４－ヒドロキシフェニルイソプロピル）フ
ェノール；２，６－ビス（２－ヒドロキシ－５’－メチルベンジル）－４－メチルフェノ
ール；２－（４－ヒドロキシフェニル）－２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）プロパ
ン；ヘキサ（４－（４－ヒドロキシフェニル-イソプロピル）フェニル）オルトテレフタ
ル酸エステル；テトラ（４－ヒドロキシフェニル）メタン；テトラ（４－（４－ヒドロキ
シ-フェニルイソプロピル）フェノキシ）メタン； α，α’，α”－トリス（４－ヒドロ
キシフェニル）－１，３，５－トリイソプロピルベンゼン；２，４－ジヒドロキシ安息香
酸；トリメシン酸；塩化シアヌル酸；３，３－ビス（３－メチル－４－ヒドロキシフェニ
ル）－２－オキソ－２，３－ジヒドロインドール；１，４－ビス（４’，４”－ジヒドロ
キシトリフェニル）メチル）ベンゼンおよび特に１，１，１－トリ（４－ヒドロキシフェ
ニル）エタン（ＴＨＰＥ）およびビス（３－メチル－４－ヒドロキシフェニル）－２－オ
キソ－２，３－ジヒドロインドールを、いわゆる分岐剤として使用する。イサチンビスク
レゾールおよび１，１，１－トリ－（４－ヒドロキシフェニル）－エタン（ＴＨＰＥ）お
よびビス－（３－メチル－４－ヒドロキシ-フェニル）－２－オキソ－２，３－ジヒドロ
インドールを分岐剤として好ましく使用する。
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【００５０】
　これらの分岐剤を使用することによって、分岐構造となる。得られた長鎖分岐は一般的
に、得られたポリカーボネートの流動性につながり、その流動性自身は線形タイプと比べ
た構造粘性に表れる。
【００５１】
　界面法によって高分子量のポリカーボネートを得るために、ジフェノールのアルカリ金
属塩をホスゲンと２相混合物中で反応させる。分子量はモノフェノールの量によって制御
することができ、モノフェノールは鎖重合停止剤として機能するものであって、たとえば
、フェノール、ｔｅｒｔ－ブチルフェノールまたはクミルフェノール、特に好ましくはフ
ェノール、ｔｅｒｔ－ブチルフェノールがある。実際には独占的に線形ポリマーがこれら
の反応では形成する。このことは末端基分析によって検出することができる。いわゆる分
岐剤をターゲット使用することによって、一般的にポリヒドロキシレート化化合物、分岐
ポリカーボネートも得られる。
【００５２】
　使用される鎖重合停止剤の量は、各場合、使用されるジフェノールのモルに基づいて、
０．５ｍｏｌ％～１０ｍｏｌ％、好ましくは１ｍｏｌ％～８ｍｏｌ％、特に好ましくは２
ｍｏｌ％～６ｍｏｌ％である。鎖重合停止剤を、ホスゲン化の前、ホスゲン化時またはホ
スゲン化後に、好ましくは塩化メチレンとクロロベンゼン（８～１５重量％）を含有する
溶媒混合物中で溶液として添加することができる。
【００５３】
　本発明の成分ＡおよびＢによるポリカーボネートを、界面法によって製造することがで
きる。式（１）および（２）のジフェノールと可能なら分岐剤とをアルカリ水溶液に溶解
し、任意に溶媒に溶解させたカーボネート源、たとえば、ホスゲンと、アルカリ水溶液、
有機溶媒および触媒、好ましくはアミン化合物を含有する２相混合物中で反応させる。反
応手順はまた多段階法で構成されてもよい。
【００５４】
　ポリカーボネートを調製するためのこのような方法は、原理的には２相界面法として、
たとえば、Ｈ．シュネル（Schnell），ポリカーボネートの化学と物理，ポリマー・レビ
ューズ（Polymer Reviews），Ｖｏｌ．９，インターサイエンス・パブリッシャーズ（Int
erscience Publishers），ニューヨーク１９６４，ページ３３、およびポリマー・レビュ
ーズ（Polymer Reviews），Ｖｏｌ．１０，「界面法および溶液法による縮合ポリマー」
，ポール（Paul）Ｗ．モーガン（Morgan），インターサイエンス・パブリッシャーズ（In
terscience Publishers），ニューヨーク１９６５，第ＶＩＩＩ章，ページ３２５から公
知であり、基本的条件はしたがって、当業者に常套的である。
【００５５】
　アルカリ水溶液中のジフェノールの濃度は、２～２５重量％、好ましくは２～２０重量
％、特に好ましくは２～１８重量％および非常に特に好ましくは３～１５重量％である。
アルカリ水溶液は、水中にアルカリ金属またはアルカリ土金属の水酸化物が溶解してなる
。水酸化ナトリウムおよびカリウムが好ましい。
【００５６】
　カーボネート源としてホスゲンを使用する場合、アルカリ水溶液の有機溶媒に対する体
積比は５：９５～９５：５、好ましくは２０：８０～８０：２０、特に好ましくは３０：
７０～７０：３０および非常に特に好ましくは４０：６０～６０：４０である。ジフェノ
ールのホスゲンに対するモル比は１：１０以下、好ましくは１：６以下、特に好ましくは
１：４以下および非常に特に好ましくは１：３以下である。有機相中の本発明による分岐
ポリカーボネートとコポリカーボネートの濃度は、１．０～２５重量％、好ましくは２～
２０重量％、特に好ましくは２～１８重量％および非常に特に好ましくは３～１５重量％
である。
【００５７】
　アミン化合物の濃度は、使用されるジフェノールの量に基づいて、０．１～１０ｍｏｌ
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に好ましくは０．４～５ｍｏｌ％である。
【００５８】
　ジフェノールは、上記化合物から選択され、上記分岐剤を配合したジフェノール混合物
を意味するものと理解される。カーボネート源はホスゲン、ジホスゲンまたはトリホスゲ
ン、好ましくはホスゲンである。ホスゲンを使用する場合には、溶媒を用いて任意に分散
させてもよく、ホスゲンを直接反応混合物に投入してもよい。
【００５９】
　３級アミン、たとえば、トリエチルアミンまたはＮ－アルキルピペリジンを触媒として
用いてもよい。好適な触媒はトリアルキルアミンおよび４－（ジメチルアミノ）ピリジン
である。トリエチルアミン、トリプロピルアミン、トリイソプロピルアミン、トリブチル
アミン、トリイソブチルアミン、Ｎ－メチルピペリジン、Ｎ－エチルピペリジンおよびＮ
－プロピルピペリジンは特に好適である。
【００６０】
　ハロゲン化炭化水素、たとえば、塩化メチレン、クロロベンゼン、ジクロロベンゼン、
トリクロロベンゼンまたはその混合物、または芳香族炭化水素、たとえば、トルエンまた
はキシレンは、有機溶媒として好適である。反応温度は、－５℃～１００℃、好ましくは
０℃～８０℃、特に好ましくは１０℃～７０℃および非常に特に好ましくは１０℃～６０
℃であってもよい。
【００６１】
　溶融エステル交換法によって成分Ａおよび／またはＢによるポリカーボネートを調製す
ることも可能であり、この方法では、ジフェノールをジアリールカーボネート、一般的に
はジフェニルカーボネートと、触媒、たとえば、アルカリ金属塩、アンモニウムまたはホ
スホニウム化合物の存在中で、溶融状態で反応させる。
【００６２】
　溶融エステル交換法は、たとえば、エンサイクロペディア・オブ・ポリマー・サイエン
ス（Encyclopedia of Polymer Science），Ｖｏｌ．１０（１９６９）、ポリカーボネー
トの化学と物理，ポリマー・レビューズ（Polymer Reviews），Ｈ．シュネル（Schnell）
，Ｖｏｌ．９，ジョン・ウィリー・アンド・サンズ（John Wiley and Sons），Ｉｎｃ．
（１９６４）およびドイツ特許第ＤＥ－Ｃ１０３１５１２号公報に記載される。
【００６３】
　エステル交換法では、相境界法の場合にすでに記載した芳香族ジヒドロキシ化合物を、
炭酸ジエステルと、好適な触媒および任意にさらなる添加剤の助けを得て、溶融状態で、
エステル交換する。
【００６４】
　本発明の内容では、炭酸ジエステルは式（５）および（６）のものであり、
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【化１８】

ここで、Ｒ、Ｒ’およびＲ”は互いに独立して、Ｈ、任意に分岐したＣ１～Ｃ３４

－アルキル／シクロアルキル、Ｃ７～Ｃ３４－アラルキルまたはＣ６～Ｃ３４－アリール
、
たとえば、
ジフェニルカーボネート、ブチルフェニルフェニルカーボネート、ジブチルフェニルカー
ボネート、イソブチルフェニルフェニルカーボネート、ジイソブチルフェニルカーボネー
ト、ｔｅｒｔ－ブチルフェニルフェニルカーボネート、ジ－ｔｅｒｔ－ブチル-フェニル
カーボネート、ｎ－ペンチルフェニルフェニルカーボネート、ジ（ｎ－ペンチルフェニル
）カーボネート、ｎ－ヘキシルフェニルフェニルカーボネート、ジ（ｎ－ヘキシルフェニ
ル）カーボネート、シクロヘキシルフェニルフェニルカーボネート、ジシクロ-ヘキシル
フェニルカーボネート、フェニルフェノール フェニルカーボネート、ジフェニルフェノ
ールカーボネート、イソオクチルフェニルフェニルカーボネート、ジイソオクチルフェニ
ルカーボネート、ｎ－ノニルフェニルフェニルカーボネート、ジ（ｎ－ノニルフェニル）
カーボネート、クミルフェニルフェニルカーボネート、ジクミルフェニルカーボネート、
ナフチル-フェニルフェニルカーボネート、ジナフチルフェニルカーボネート、ジ－ｔｅ
ｒｔ－ブチルフェニルフェニルカーボネート、ジ（ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）カー
ボネート、ジクミルフェニルフェニルカーボネート、ジ（ジクミルフェニル）カーボネー
ト、４－フェノキシフェニルフェニルカーボネート、ジ（４－フェノキシフェニル）カー
ボネート、３－ペンタデシルフェニルフェニルカーボネート、ジ（３－ペンタデシルフェ
ニル）カーボネート、トリチルフェニルフェニルカーボネート、ジトリチルフェニルカー
ボネート、
好ましくは、ジフェニルカーボネート、ｔｅｒｔ－ブチルフェニルフェニルカーボネート
、ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニルカーボネート、フェニルフェノールフェニルカーボネー
ト、ジフェニルフェノールカーボネート、クミルフェニルフェニルカーボネート、ジクミ
ルフェニルカーボネート、特に好ましくはジフェニルカーボネート
を表してもよい。
【００６５】
　前記炭酸ジエステルの混合物を使用することもできる。
【００６６】
　炭酸エステルの配合割合は、ジヒドロキシ化合物に基づいて、１００～１３０ｍｏｌ％
、好ましくは１０３～１２０ｍｏｌ％、特に好ましくは１０３～１０９ｍｏｌ％である。
【００６７】
　本発明の内容では、塩基性触媒、たとえば、アルカリ金属およびアルカリ土金属の水酸
化物および酸化物だけでなく、アンモニウム塩またはホスホニウム塩（以後オニウム塩と
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呼ぶ）を、上述の文献に記載されるように、溶融エステル交換法では触媒として使用する
。好ましくはオニウム塩、特に好ましくはホスホニウム塩を使用する。本発明の内容では
ホスホニウム塩は以下の一般式（７）のものであり、
【化１９】

ここで、
Ｒ１～４は同じまたは異なるＣ１～Ｃ１０－アルキル、Ｃ６～Ｃ１０－アリール、Ｃ７～
Ｃ１０

－アラルキルまたはＣ５～Ｃ６－シクロアルキル、好ましくはメチルまたはＣ６～Ｃ１４

－アリール、特に好ましくはメチルまたはフェニルであってもよく、
Ｘ－は陰イオン、たとえば、ヒドロキシド、スルフェート、ヒドロゲンスルフェート、ビ
カーボネート、カーボネート、ハライド、好ましくはクロライド、または式ＯＲのアルコ
レートであってもよく、ここでＲはＣ６～Ｃ１４－アリールまたはＣ７～Ｃ１２－アラル
キル、好ましくはフェニルであってもよい。
【００６８】
　好ましい触媒は、
テトラフェニルホスホニウムクロライド、テトラフェニルホスホニウムヒドロキシド、テ
トラフェニルホスホニウムフェノレート、特に好ましくはテトラフェニルホスホニウムフ
ェノレートである。
【００６９】
　触媒を好ましくは、ジフェノール１モルに基づいて、１０－８～１０－３ｍｏｌの量で
、特に好ましくは１０－７～１０－４ｍｏｌの量で使用する。
【００７０】
　重合速度を上げるために、さらなる触媒を単独で使用しても、または任意にオニウム塩
に加えて使用してもよい。これらには、アルカリ金属およびアルカリ土金属の塩、たとえ
ば、リチウム、ナトリウムおよびカリウムのヒドロキシド、アルコキシドおよびアリール
オキシド、好ましくはナトリウムのヒドロキシド、アルコキシドまたはアリールオキシド
塩がある。水酸化ナトリウムおよびナトリウムフェノレートは最も好ましい。共触媒の量
は、各場合、ナトリウムとして計算して、１～２００ｐｐｂ、好ましくは５～１５０ｐｐ
ｂおよび最も好ましくは１０～１２５ｐｐｂの範囲であってもよい。
【００７１】
　芳香族ジヒドロキシ化合物と炭酸ジエステルとの溶融状態でのエステル交換反応は好ま
しくは、２段階で行われる。第１段階では、芳香族ジヒドロキシ化合物と炭酸ジエステル
の溶融を、８０～２５０℃、好ましくは１００～２３０℃、特に好ましくは１２０～１９
０℃の温度で、大気圧下で、０～５時間、好ましくは０．２５～３時間行う。触媒を添加
した後に、オリゴカーボネートが、芳香族ジヒドロキシ化合物と炭酸ジエステルとから、
真空（２ｍｍＨｇまで）を施し温度を（２６０℃まで）上げ、モノフェノールを蒸留除去
することによって、調製される。大量の蒸気がここではこの処理から生じる。したがって
、調製されたオリゴカーボネートは、２０００ｇ／ｍｏｌ～１８０００ｇ／ｍｏｌ、好ま
しくは４０００ｇ／ｍｏｌ～１５０００ｇ／ｍｏｌの範囲の重量平均分子量Ｍｗ（ジクロ
ロメタン中でのまたは重量で等量のフェノール／ｏ－ジクロロベンゼンの混合物中での相
対溶液粘度の測定によって決定され、光散乱によってキャリブレーションされる）を有す
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る。
【００７２】
　第２段階では、さらに温度を２５０～３２０℃、好ましくは２７０～２９５℃に上げる
ことによって、＜２ｍｍＨｇの圧力で、ポリカーボネートを重縮合で調製する。
【００７３】
　触媒は互いに（２以上を）組み合わせて使用してもよい。
【００７４】
　アルカリ金属／アルカリ土金属触媒を使用する場合には、アルカリ金属／アルカリ土金
属触媒を後で（たとえば、オリゴカーボネート合成後、第２段階の重縮合の際に）添加す
ることが有益な場合がある。
【００７５】
　本発明による方法では、ポリカーボネートを得るための芳香族ジヒドロキシ化合物と炭
酸ジエステルとの反応は、たとえば、攪拌容器、薄膜型蒸発器、流下薄膜型蒸発器、攪拌
容器カスケード、押出し成形機、混練器、単純ディスク反応器および高粘度ディスク反応
器中で、バッチ形式で行われても好ましくは連続的に行われてもよい。
【００７６】
　界面法と同様に、分岐ポリ－またはコポリカーボネートを、多官能性化合物を用いて調
製してもよい。
【００７７】
　好ましい実施の形態では、成分Ｂを溶融エステル交換法によって調製する。
【００７８】
　使用されるコポリカーボネートの、ＤＩＮ５１５６２に従って決定される相対溶液粘度
は好ましくは＝１．１５～１．３５の範囲である。
【００７９】
　成分Ｂまたは成分ＡとＢは、少なくとも部分的に式（３）の構造ユニットを末端基とし
て含有するポリカーボネート組成物が特に好ましい。
【００８０】
（成分Ｃ）
　さらに、本発明は、式（３）のアルキルフェノールを末端基として備える上記コポリカ
ーボネートと、これらの熱可塑性プラスチックでは常套的な添加剤、たとえば、充填剤、
カーボンブラック、ＵＶ安定剤、ＩＲ安定剤、熱安定剤、帯電防止剤および顔料、着色剤
から成る群から選択される任意の少なくとも１つの添加剤とを、常套的な量で含有する組
成物に関し；任意にモールド取り外し機能、流動機能および／または耐炎性を、表層剥離
剤、流動性改良剤および／または難燃剤、たとえば、スルホン酸塩、ＰＴＦＥポリマーま
たはＰＴＦＥコポリマー、臭素化オリゴカーボネートまたはオリゴホスフェートおよびホ
スファゼン（たとえば、アルキルおよびアリールホスフィトおよびホスフェート、アルキ
ルおよびアリールホスファン、低分子量カルボン酸エステル、ハロゲン化合物、塩、チョ
ーク、石英粉末、ガラスおよびカーボンファイバ、顔料およびその組み合わせ）の添加に
よって改良することもできる。このような化合物はたとえば、国際特許第ＷＯ９９／５５
７７２号公報，ページ１５－２５および「プラスチック添加剤」，Ｒ．ガクター（Gachte
r）およびH．ミュラー（Muller），ハンサー・パブリッシャーズ（Hanser Publishers）
１９８３に記載される。
【００８１】
　組成物は一般的に、（全組成物に基づいて）０～５、好ましくは０～２．５、特に好ま
しくは０～１．６重量％、非常に特に好ましくは０．０４～１．０重量％、特に非常に特
に好ましくは０．０４～０．８重量％の添加剤を含有する。
【００８２】
　本発明による組成物に任意に添加される剥離剤は、好ましくはペンタエリスリチルテト
ラステアレート、グリセリルモノステアレート、長鎖脂肪酸エステル、たとえば、ステア
リルステアレートおよびプロパンジオール、およびその混合物からなる群から選択される
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。剥離剤は、成形材料に基づいて、０．０５重量％～２．００重量％の量で、好ましくは
成形材料に基づいて、０．１重量％～１．０重量％の量で、特に好ましくは０．１５重量
％～０．６０重量％の量でおよび非常に特に好ましくは０．２重量％～０．５重量％の量
で使用される。
【００８３】
　好適な添加剤はたとえば、「プラスチック用添加剤ハンドブック，ジョン・マーフィ（
John Murphy），エルセビア（Elsevier），オックスフォード１９９９」、「プラスチッ
ク添加剤ハンドブック，ハンス・ザイフェル（Hans Zweifel），ハンサー（Hanser），ム
ニッヒ（Munich），２００１」に記載される。
【００８４】
　好適な酸化防止剤または熱安定剤の例は：
アルキレート化モノフェノール、アルキルチオメチルフェノール、ヒドロキノンおよびア
ルキレート化ヒドロキノン、トコフェロール、ヒドロキシレート化チオジフェニルエーテ
ル、アルキリデンビスフェノール、Ｏ－、Ｎ－およびＳ－ベンジル化合物、ヒドロキシベ
ンジレート化マロネート、芳香族ヒドロキシベンジル化合物、トリアジン化合物、アシル
アミノフェノール、β－(３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル)プロ
ピオン酸のエステル、β－(５－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニ
ル)プロピオン酸のエステル、β－(３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル
)プロピオン酸のエステル、３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢
酸のエステル、β－(３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル)プロピオ
ン酸のアミド、好適なチオ相乗剤、二次酸化防止剤、ホスフィトおよびホスフィニト、ベ
ンゾフラノンおよびインド－リノンである。
【００８５】
　好ましくは、トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスフィト（イルガフ
ォス（Irgafos）１６８）、テトラキス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）［１
，１－ビフェニル］－４，４’－ジイルビスホスホニト、トリイソオクチルホスフェート
（ＴＯＦ）、オクタデシル３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニ
ル）プロピオネート（イルガノックス（Irganox）１０７６）、ビス（２，４－ジクミル
フェニル）ペンタエリスリトールジホスフィト（ドベルホス（Doverphos）Ｓ－９２２８
－ＰＣ）、ビス（２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリスリ
トールジホスフィト（ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＰＥＰ－３６）またはトリフェニルホスフィン
（ＴＰＰ）が熱安定剤として好適である。これらは単独で、または混合物として使用され
る（たとえば、イルガノックスＢ９００、またはドベルホスＳ－９２２８－ＰＣとイルガ
ノックスＢ９００、またはイルガノックス１０７６、またはトリフェニルホスフィン（Ｔ
ＰＰ）とトリイソオクチルホスフィン（ＴＯＦ））。
【００８６】
　重金属用およびアルカリの痕跡を中和するために好適な錯化剤は、ｏ／ｍ－リン酸、完
全にまたは部分的にエステル化されたホスフェートまたはホスフィトである。
【００８７】
　好適な光安定剤（ＵＶ吸収剤）は、２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾ
ール、２－ヒドロキシベンゾフェノン、置換または非置換安息香酸のエステル、アクリレ
ート、立体障害アミン、オキサミドおよび２－（ヒドロキシフェニル）－１，３，５－ト
リアジンまたは置換ヒドロキシアルコキシフェニル－１，３，５－トリアゾール；置換ベ
ンゾトリアゾール、たとえば、２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾ
トリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）
ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’－ｔｅｒｔ－ブチル－５’－メチル
フェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ｔ
ｅｒｔ－ブチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－
５’－ｔｅｒｔ－オクチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３
’，５’－ジ－ｔｅｒｔ－アミルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－［２’－ヒドロキ
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シ－３’－（３”，４”，５”，６”－テトラヒドロフタルイミドエチル）－５’－メチ
ルフェニル］ベンゾトリアゾールおよび２，２’－メチレンビス［４－（１，１，３，３
－テトラメチルブチル）－６（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）フェノール］が好
ましい。
【００８８】
　さらに、好適なＵＶ安定剤はベンゾトリアゾール（たとえば、チヌビンズ（Tinuvins）
、ＢＡＳＦから）、トリアジン（ＣＧＸ－０６、ＢＡＳＦから）、ベンゾフェノン（ウビ
ナルス（Uvinuls）、ＢＡＳＦから）、シアノアクリレート（ウビナルス、ＢＡＳＦから
）、けい皮酸エステルおよびオキサルアニリドおよびこれらのＵＶ安定剤の混合物からな
る群から選択される。
【００８９】
　好適なＵＶ吸収剤の例は次のものである：
ａ）式（Ｉ）のマロン酸エステル：
【化２０】

ここで、Ｒはアルキルを示す。Ｒは好ましくはＣ１～Ｃ６－アルキル、特にＣ１～Ｃ４－
アルキルおよび特に好ましくはエチルを表す。
【００９０】
ｂ）式（ＩＩ）によるベンゾトリアゾール誘導体：
【化２１】

式（ＩＩ）で、Ｒ０は存在しＸと同じまたは異なり、Ｈまたはアルキルまたはアルキルア
リールを示す。
【００９１】
　チヌビン（登録商標）３２９（Ｘ＝１，１，３，３－テトラメチルブチルおよびＲ０＝
Ｈの場合）、チヌビン（登録商標）３５０（Ｘ＝ｔｅｒｔ－ブチルおよびＲ０＝２－ブチ
ルの場合）およびチヌビン（登録商標）２３４（ＸおよびＲ０＝１，１－ジメチル－１－
フェニルの場合）が好ましい。
【００９２】
ｃ）式（ＩＩＩ）による二量性ベンゾトリアゾール誘導体：
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【化２２】

式（ＩＩＩ）で、Ｒ１およびＲ２は同じまたは異なり、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ１０－ア
ルキル、Ｃ５～Ｃ１０－シクロアルキル、Ｃ７～Ｃ１３－アラルキル、Ｃ６～Ｃ１４－ア
リール、－ＯＲ５－または－（ＣＯ）－Ｏ－Ｒ５（ここでＲ５＝ＨまたはＣ１～Ｃ４－ア
ルキル）を示す。
【００９３】
　式（ＩＩＩ）で、Ｒ３およびＲ４は同様に、同じまたは異なり、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４－アル
キル、Ｃ５～Ｃ６－シクロアルキル、ベンジル、Ｃ６～Ｃ１４－アリールを示す。
【００９４】
　式（ＩＩＩ）で、ｍは１、２または３を示し、ｎは１、２、３または４を示す。
【００９５】
　チヌビン（登録商標）３６０（Ｒ１＝Ｒ３＝Ｒ４＝Ｈ；ｎ＝４；Ｒ２＝１，１，３，３
－テトラメチルブチル；ｍ＝１の場合）が好ましい。
【００９６】
ｄ）式（ＩＶ）による二量性ベンゾトリアゾール誘導体：

【化２３】

ここで、「ｂｒｉｄｇｅ」は
【化２４】

を示し、
Ｒ、Ｒ、ｍおよびｎは式（ＩＩＩ）について記載した意味を有し、ｐは０～３の整数であ
り、ｑは１～１０の整数であり、Ｙは－ＣＨ２－ＣＨ２－、－（ＣＨ２）３－、－（ＣＨ

２）４－、－（ＣＨ２）５－、－（ＣＨ２）６－、または－ＣＨ（ＣＨ３）－ＣＨ２－で
あり、Ｒ３およびＲ４は、式（ＩＩＩ）について記載した意味を有する。
【００９７】
　チヌビン（登録商標）８４０（Ｒ１＝Ｈ；ｎ＝４；Ｒ２＝ｔｅｒｔ－ブチル；ｍ＝１；
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ＣＨ２）５－；ｑ＝１の場合）が好ましい。
【００９８】
ｅ）式（Ｖ）によるトリアジン誘導体：
【化２５】

ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４は同じまたは異なり、Ｈ、アルキル、アリール、ＣＮま
たはハロゲンであり、Ｘはアルキル、好ましくはイソオクチルである。
【００９９】
　チヌビン（登録商標）１５７７（Ｒ１＝Ｒ２＝Ｒ３＝Ｒ４＝Ｈ；Ｘ＝ヘキシルの場合）
およびシアブソーブ（Cyasorb）（登録商標）ＵＶ－１　１６４（Ｒ１＝Ｒ２＝Ｒ３＝Ｒ
４＝メチル；Ｘ＝オクチルの場合）が好ましい。
【０１００】
ｆ）次の式（Ｖａ）のトリアジン誘導体：
【化２６】

ここで、Ｒ１はＣ１～Ｃ１７－アルキルを示し、Ｒ２はＨまたはＣ１～Ｃ４－アルキルを
示しｎは０～２０である。
【０１０１】
ｇ）式（ＶＩ）の二量性トリアジン誘導体：



(23) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40

50

【化２７】

ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８は同じまたは異なってもよく
、Ｈ、アルキル、ＣＮまたはハロゲンを示し、Ｘはアルキリデン、好ましくはメチリデン
または－（ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－）ｎ－Ｃ（＝Ｏ）－であり、ｎは１～１０、好ましくは
１～５、特に１～３を表す。
【０１０２】
ｈ）式（ＶＩＩ）のジアリールシアノアクリレート：

【化２８】

ここで、Ｒ～Ｒ４０は同じまたは異なってもよく、Ｈ、アルキル、ＣＮまたはハロゲンを
示す。
【０１０３】
　ウビナル（Uvinul）（登録商標）３０３０（Ｒ１～Ｒ４０＝Ｈの場合）が好ましい。
【０１０４】
　本発明による成形材料用に特に好ましいＵＶ安定剤は、ベンゾトリアゾール（ｂ）およ
び二量性ベンゾトリアゾール（ｃおよびｄ）、マロン酸エステル（ａ）およびシアノアク
リレート（ｈ）およびこれらの化合物の混合物からなる群からの化合物である。
【０１０５】
　ＵＶ安定剤は、成形材料に基づいて、０．０１重量％～２．０重量％の量で、好ましく
は全組成物に基づいて、０．０５重量％～１．００重量％の量で、特に好ましくは０．０
８重量％～０．５重量％の量でおよび非常に特に好ましくは０．１重量％～０．４重量％
の量で使用される。
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【０１０６】
　ポリプロピレングリコールを単独で、またはたとえば、安定剤としてスルホンまたはス
ルホンアミドと組み合わせて使用して、ガンマ線によるダメージを防止することができる
。
【０１０７】
　これらおよび他の安定剤を単独でまたは組み合わせて使用してもよく、前記形態でポリ
マーに添加する。
【０１０８】
　好適な難燃添加剤はホスフェートエステル、すなわち、トリフェニルホスフェート、レ
ゾルシノール二リン酸エステル、臭素含有化合物、たとえば、臭素化リン酸エステル、臭
素化オリゴカーボネートおよびポリカーボネート、好ましくはフッ素化有機スルホン酸の
塩である。
【０１０９】
　好適な強靭剤は、スチレン－アクリロニトリルまたはメチルメタクリレートがグラフト
されたブタジエンゴム、マレイン酸無水物がグラフトされたエチレン－プロピレンゴム、
メチルメタクリレートまたはスチレン－アクリロニトリルがグラフトされたエチルおよび
ブチルアクリレートゴム、メチルメタクリレートまたはスチレン－アクリロニトリルがグ
ラフトされた相互貫入シロキサンおよびアクリレートネットワークである。
【０１１０】
　さらに、着色剤、たとえば、有機染料または顔料または無機顔料、カーボンブラック、
ＩＲ吸収剤を、個別に、混合物として、または安定剤、ガラスファイバ、（中空）ガラス
球、無機充填剤、たとえば、二酸化チタンまたは硫酸バリウムと組み合わせて添加しても
よい。
【０１１１】
　本発明によるポリカーボネートおよびポリカーボネート組成物を、常套的方法で常套的
装置、たとえば、押出し成形機または射出成形装置で処理して、いずれの所望の成形物ま
たは成形物品を得てもよく、またはフィルムまたはシートまたはボトルを得てもよい。
【０１１２】
　本発明によるポリカーボネート組成物を、任意に他の熱可塑性プラスチックおよび／ま
たは常套的添加剤との混合物として処理して、いずれの所望の成形物／押出し物を得ても
よく、公知のポリカーボネート、ポリエステルカーボネートおよびポリエステルがすでに
使用されているところなら何処で使用されてもよい：
１．建物、自動車および飛行機の多くの領域で必要とされることが公知の安全パン、およ
びヘルメットの識別プレートとして
２．フィルムおよびフィルムラミネートの製品
３．自動車のヘッドランプ、ベゼル、インジケータ、リフレクタ
４．照明目的でガラスファイバ内容物を有する半透明プラスチックとして、硫酸バリウム
、二酸化チタンおよび／または酸化ジルコニウム内容物を有する半透明プラスチックまた
は
５．精密射出成形部品、たとえば、レンズ、コリメータ、レンズホルダ、導波管部品およ
びＬＥＤ用途の製造用
６．導電体用およびプラグハウジングおよびコネクタ用電気絶縁性材料として
７．電気装置用ハウジング
８．安全ゴーグル、バイザー
９．医療用途、医療装置、たとえば、酸素供給器、透析装置（中空ファイバ透析装置）、
３方向バルブ、チューブコネクタ、血液濾過器、注射システム、呼吸器、アンプル用
１０．押出し成形物、たとえば、シートおよびフィルム
１１．ＬＥＤ用途（ベース、リフレクタ、加熱シンク）。
【０１１３】
　本発明によるポリマー組成物を含有する成形物、押出し物、フィルムおよびフィルムラ
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ミネートは同様に本願の主題であり、本発明によるポリマー組成物を含有する共押出し層
を含む成形物品、押出し成形物およびフィルムも同様に本願の主題である。
【０１１４】
　以下の実施例は、本発明を例示することを意図するものであって、これを限定するもの
ではない。
【０１１５】
　上記参照文献は全て、全ての有用な目的のためにその全体を参照して挿入する。
【０１１６】
　本発明を具現化するある特定の構造が示され記載されるが、当業者には、その一部の各
種変更および再編成を、基本的発明の概念の精神および範囲から逸脱することなく行うこ
とができ、ここで示され記載される特定の形態に限定されないことは明らかである。
【実施例】
【０１１７】
（使用される原材料）
　ＰＣ１は、１２．５ｃｍ３／１０分（３００℃／１．２ｋｇ）の溶融体積流量（ＭＶＲ
）を有する、ビスフェノールＡと鎖重合停止剤としてｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノールに
基づくポリカーボネートである。
【０１１８】
　ＰＣ２は、１２．５ｃｍ３／１０分（３００℃／１．２ｋｇ）のＭＶＲを有する、ビス
フェノールＡと鎖重合停止剤としてフェノールに基づくポリカーボネートである。
【０１１９】
　ＰＣ３は、９．５ｃｍ３／１０分（３００℃／１．２ｋｇ）のＭＶＲを有する、ビスフ
ェノールＡと鎖重合停止剤としてｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノールに基づくポリカーボネ
ートである。
【０１２０】
　ＰＣ４は、９．５ｃｍ３／１０分（３００℃／１．２ｋｇ）のＭＶＲを有する、ビスフ
ェノールＡと鎖重合停止剤としてフェノールに基づくポリカーボネートである。
【０１２１】
　ＣｏＰＣ１は、１７ｃｍ３／１０分（３３０℃／２．１６ｋｇ）のＭＶＲを有する、ビ
スフェノールＡおよびビスフェノールＴＭＣと、鎖重合停止剤としてフェノールに基づく
コポリカーボネートである（Ａｐｅｃ　１７４５、ベイヤー・マテリアルサイエンス（Ba
yer MaterialScience）ＡＧから）。
【０１２２】
　ＣｏＰＣ２は、１８ｃｍ３／１０分（３３０℃／２．１６ｋｇ）のＭＶＲを有する、ビ
スフェノールＡおよびビスフェノールＴＭＣと、鎖重合停止剤としてフェノールに基づく
コポリカーボネートである。
【０１２３】
　ＣｏＰＣ３は、１８ｃｍ３／１０分（３３０℃／２．１６ｋｇ）のＭＶＲを有する、ビ
スフェノールＡおよびビスフェノールＴＭＣと、鎖重合停止剤としてｐ－ｔｅｒｔ－ブチ
ルフェノールに基づくコポリカーボネートである。
【０１２４】
　原材料ＰＣ１～ＰＣ４およびＣｏＰＣ１（Ａｐｅｃ１７４５）に基づくポリカーボネー
ト組成物を、二軸性押出し成形機で、３００℃で、表１および２に挙げる配合で混合する
。この方法で化合することによって得られたポリマー組成物をペレット化し、ポリマーの
物性による特徴付けに利用することができる。
【０１２５】
（本発明による成形材料の特徴付け（試験方法））
　溶融体積流量（ＭＶＲ）を、３００℃で１．２ｋｇの負荷、または３３０℃で２．１６
ｋｇの負荷で、ＩＳＯ１１３３に従って溶融流動指数試験機を用いて決定する。
【０１２６】



(26) JP 2011-137153 A 2011.7.14

　２０分間連続的に熱的負荷を行った後のみに、Ｉ－ＭＶＲを上記方法（ＩＳＯ１１３３
）と同様に決定する。
【０１２７】
　ビカー温度ＶＳＴ　Ｂ５０を、ＤＩＮ　ＩＳＯ　３０６、方法Ｂに従って、５０Ｋ／ｈ
の熱負荷で決定する。
【０１２８】
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【表１】

【０１２９】
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【表２】

【０１３０】
　表１および２から明らかに証明されるように、本発明による組成物１～５および１１～
１５はそれぞれ、比較例のポリカーボネート組成物６～１０および１６～１９より、高い
ビカー温度を実質的に有する。
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【０１３１】
　表１および２の実施例では、したがって、本発明による混合物化合工程によって調製さ
れるコポリカーボネート組成物の調製が、より高い加熱ひずみ耐性につながることを示し
ていた。
【０１３２】
　したがって、相応の加熱ひずみ耐性（ビカー温度）を有する化合物は少量の高－Ｔｇポ
リカーボネートしか必要でない。
【０１３３】
【表３】

【０１３４】
　表３から明らかに証明されるように、本発明による組成物２０～２２はそれぞれ、比較
例のポリカーボネート組成物２３～２５より、高いビカー温度を実質的に有する。



(30) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

フロントページの続き

(72)発明者  ヘルムート－ヴェルナー・ホイヤー
            ドイツ４７８２９クレーフェルト、カスタニエンシュトラーセ７番
(72)発明者  ロルフ・ヴェーアマン
            ドイツ４７８００クレーフェルト、シャイプラーシュトラーセ９３番
Ｆターム(参考) 4J002 CG01W CG01X ED056 EU176 EU186 EW046 EW066 FD010 FD046 FD076
　　　　 　　        FD090 FD136 FD160 FD200 GB00  GG01  GL00  GM00  GN00  GP00 
　　　　 　　        GP01  GT00 
　　　　 　　  4J029 AA10  AB02  AC01  AC02  AC04  AD01  AD10  AE04  AE06  AE18 
　　　　 　　        BB10A BB10B BB12A BB12C BB13A BB13C BE05A BE05B BH02  DB07 
　　　　 　　        DB13  FA07  FC32  FC35  FC38  HA01  HC01  HC05A JA171 JB171
　　　　 　　        JB201 JC041 JC061 JC231 JC283 JC573 JC583 JC631 JF011 KD02 
　　　　 　　        KD07  KE05  KE11 



(31) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40

【外国語明細書】



(32) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(33) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(34) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(35) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(36) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(37) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(38) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(39) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(40) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(41) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(42) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(43) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(44) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(45) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(46) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(47) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40

50



(48) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(49) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(50) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(51) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(52) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(53) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(54) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(55) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(56) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(57) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(58) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(59) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40

50



(60) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(61) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(62) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(63) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(64) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10

20

30

40



(65) JP 2011-137153 A 2011.7.14

10


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	overflow
	foreign-language-body

